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国内でさえいまや忘れられたその他多数の音楽家 ちの克明な寸描が散りばめられており︑こうした人物たち 性格や弱点 また歴史的なゴシップなどに関する活き活き し 詳細 描写を読むことができる︒　︹日本における︺
二十世紀初頭のヴァイオリン・ブームは︑日本



































































な研究であ ︒日 におけるピアノやフルート︑オルガン︑オペラ︑オーケストラについても同様の話をすることは可能であり︑確かにそのような著作も 語では存在する︒メール氏は︑高い研究水準を設け︑徹底的に網羅した研究︑そして興味深い話を語る能力をみせることにより︑こ 種の研究における 困難であり︑しかし挑戦しがいのある モデルを示 ている︒ 
（翻訳：片岡真伊
 総合研究大学院大学博士後期課程）
　
＊本稿は
Japan Review
 29 （
2016 ） に掲載された英文テキストの日本語訳である︒
